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菅野博史先生の経歴と業績

1952年8月20日、福島県福島市に生まれる。

［学歴］
1971.03　　福島県立福島高等学校卒業

1971.04　　東京大学文科二類入学

1976.03　　東京大学文学部（印度哲学印度文学専修課程）卒業

1976.04　　東京大学大学院人文科学研究科修士課程（印度哲学専門課程）入学

1979.03　　同上　終了  文学修士

1979.04　　東京大学大学院人文科学研究科博士課程（印度哲学専門課程）進学

1984.03　　同上　単位取得退学

1994.03　　博士（文学）の学位取得（東京大学）

［職歴］
1984.04　　㈶東方研究会（文部省試験研究所）・専任研究員（～ 1984.6）

1984.07　　日本学術振興会奨励研究員 （～ 1985.3）

1985.04　　㈶東方研究会（文部省試験研究所）・専任研究員（～ 1988.3）

1988.04　　創価大学文学部人文学科・専任講師

1990.04　　同上・助教授

1997.04　　同上・教授（～ 2007.3）

2001.04　　創価大学国際仏教学高等研究所所長（～ 2009.3）

2007.04　　創価大学文学部人間学科・教授（～現在。改組による変更）
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（非常勤）
1985.04　　日本大学文理学部・非常勤講師（～ 1987.3）

1985.04　　㈶東洋哲学研究所・研究員（～現在）

1985.04　　㈶大倉精神文化研究所・研究員（～ 2001.3）

1985.07　　中華人民共和国北京大学哲学系に訪問学者として所属（～ 1985.9）

1986.04　　専修大学文学部・非常勤講師（～ 1991.3） 

1986.04　　創価大学比較文化研究所・客員研究員（～ 1988.3）  

1988.04　　㈶東方研究会（文部省試験研究所）・兼任研究員（～ 2005.3）

1988.10　　東京大学東洋文化研究所・非常勤講師（～ 1989.3）

1989.10　　同上（～ 1990.3）    

1991.04　　フェリス女学院大学文学部・非常勤講師（～ 1995.3）

1993.04　　東京大学文学部・非常勤講師（～ 1993.9.24）

1995.04　　�中華人民共和国北京大学哲学系、中国社会科学院・世界宗教研究

所に訪問学者として所属（～ 1996.3）

1996.04　　フェリス女学院大学文学部・非常勤講師（～ 1998.3）

1997.04　　�東京大学教養学部・非常勤講師（～ 2008.9.30。この間、毎年度前

期担当4.1 ～ 9.30）

1998.04　　フェリス女学院大学国際交流学部・非常勤講師（～ 2003.3）

1999.04　　大東文化大学文学部・非常勤講師（～ 2011.3.31）

1999.04　　大東文化大学大学院文学研究科・非常勤講師（～ 2001.3）

2000.01　　中国人民大学・仏教与宗教学理論研究所・客員教授（～現在）

2001.10　　東京大学文学部・非常勤講師（～ 2002.3.31）

2005.04　　㈶東方研究会（文部省試験研究所）・連携研究員（～ 2012.6）

2007.04　　大東文化大学大学院文学研究科・非常勤講師（～ 2011.3.31）

2007.10　　東京大学文学部・非常勤講師（～ 2008.3.31）

2010.10　　東京大学文学部・非常勤講師（～ 2011.3.31）

2011.09　　中国人民大学講座教授（～ 2014.8.31）

2011.09　　中央民族大学訪問教授（～ 2012.1.30）
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2011.09　　中国社会科学院世界宗教研究所訪問学者（～ 2012.1.30）

2012.07　　公益財団法人中村元東方研究所連携研究員（～現在）

2013.04　　東京大学文学部・非常勤講師（～ 2014.3.31）

2015.09　　中央民族大学東亜細亜佛教研究中心顧問（～現在）

［所属学会］
1976.04　　日本印度学仏教学会会員（～現在）

1976.04　　日本宗教学会会員（～現在）

1979.04　　日本仏教学会会員（～現在）

1985.04　　仏教思想学会会員（～現在） 

1988.11　　比較思想学会会員（～現在）

1990.04　　東方学会会員（～現在）

1990.04　　日本思想史学会会員（～現在）

2001.07　　日本印度学仏教学会評議員・理事（～現在）

2001.07　　東アジア仏教研究会会長（～ 2013.3）

2004.11　　日本宗教学会評議員（～現在）

2013.04　　東アジア仏教研究会監事（～現在）

2017.04　　仏教思想学会理事（～現在）

2019.09　　日本宗教学会理事（～ 2022.8）

［各種委員］
2004.04.01 - 2006.03.31	� 日本学術振興会、平成16年度・17年度、科学研究補

助金審査委員（第一段審査）

2005.08.01 - 2007.07.31	� 特別研究員審査会専門委員および国際事業委員会委

員書面審査委員

2008.01.01 - 2008.12.31	� 科学研究費委員会専門委員（審査第一部会　哲学小

委員会）

2007.09.03 - 現在	 日本印度学仏教学会・学術情報委員会運営委員
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2010.07.01 - 2013.03.31	 日本印度学仏教学会学会賞選考委員

2015.06.26 - 2017.06	 東方学会第3期学術委員

2017.06.29 - 2019.06	 東方学会第4期学術委員

2019.06.21 - 2021.06	 東方学会第5期学術委員

2021.06.28 - 2023.06	 東方学会第6期学術委員

2015.06.26 - 2017.06	 東方学会第3期「東方學」査読委員

2017.06.29 - 2019.06	 東方学会第4期「東方學」査読委員

2019.06.21 - 2021.06	 東方学会第5期「東方學」査読委員

2021.06.28 - 2023.06	 東方学会第6期「東方學」査読委員

［研究費］
⑴　�1998 年度 -2000 年度　科学研究費　基盤研究（C）課題番号 10610020　

「天台大師智顗と嘉祥大師吉蔵の法華経観の比較」総額220万円

⑵　�2001年度-2002年度　創価大学文系学部等教員研究助成金　「智顗と湛

然の法華経観の比較研究」総額73万円（51万＋22万）

⑶　�2004年度-2005年度　創価大学文系学部等教員研究助成金　「南岳慧思

の思想研究」総額40万円（24＋16万）

⑷　�2007 年度 -2009 年度　科学研究費　基盤研究（C）課題番号 19520055　

「慧均『大乗四論玄義記』に基づく中国南朝仏教学の再構築」総額390万

円（143＋117＋130万）

⑸　�2009年度　科学研究費　特別研究員奨励費（研究代表者: 菅野博史，分

担研究者: 張文良）　課題番号21-09003　「中国における天台と華厳の関

係の総合的研究」総額80万円

⑹　�2011-2013年度　科学研究費　基盤研究（C）課題番号23520069　「『大乗

四論玄義記』と『大乗玄論』との比較に基づく中国南朝仏教学の研究」総

額481万円（195＋143＋143万）

⑺　�第42回（平成25年度）三菱財団人文科学研究助成　「中国南北朝・隋代

における ｢大乗｣ 概念の形成」　総額170万円
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⑻　�2019-2022年度　科学研究費　基盤研究（C）課題番号19K00065「中国南

朝仏教における空と有の対決と超克―『大般涅槃経集解』を中心として

―」総額377万円（117＋104＋78+78万）

［受賞］　　　第三十二回日本印度学仏教学会・学会賞を受賞（1990.6.23）

研究業績

［Ⅰ］著作（翻訳を含む）
（1）単著・単訳

01）　�『一念三千とは何か―『摩訶止観』（正修止観章）現代語訳―』（1992.7，

第三文明社。第三文明選書8，2017.7）

02）　『法華とは何か―『法華遊意』を読む―』（1992.9，春秋社）

03）　『法華経の七つの譬喩―初めて学ぶ『法華経』―』（1993.3，第三文明社）

04）　『法華経―永遠の菩薩道―』（1993.4，大蔵出版）

05）　『新国訳大蔵経・阿含部2・長阿含経Ⅱ』（1994.1，大蔵出版）

06）　『中国法華思想の研究』（1994.3，春秋社）

07）　『法華玄義』（上）（1995.1，第三文明社。第三文明選書1，2016.5）

08）　『法華玄義』（中）（1995.2，第三文明社。第三文明選書2，2016.5）

09）　『法華玄義』（下）（1995.3，第三文明社。第三文明選書3，2016.5）

10）　『法華義記』（法華経注釈書集成2，1996.9，大蔵出版）

11）　『法華経の出現―蘇る仏教の根本思想―』（1997.2，大蔵出版）

12）　『法華玄義入門』（1997.7，第三文明社）

13）　『法華統略』上（法華経注釈書集成6，1998.3，大蔵出版）

14）　『法華統略』下（法華経注釈書集成7，2000.3，大蔵出版）

15）　『法華経入門』（2001.9，岩波書店）

16）　『法華経思想史から学ぶ仏教』（2003.2，大蔵出版）

17）　『法華経―永遠的菩薩道』（中国語版，台湾，2005.1，地球書房）



（ 10 ）　　創価大学人文論集　第 35 号

18）　『法華文句』（Ⅰ）（2007.6，第三文明社。第三文明選書4，2016.12）

19）　『法華文句』（Ⅱ）（2008.9，第三文明社。第三文明選書5，2017.6）

20）　『現代に生きる法華経』（2009.8，第三文明社）

21）　『法華文句』（Ⅲ）（2010.12，第三文明社。第三文明選書6，2017.6）

22）　『法華文句』（Ⅳ）（2011.9，第三文明社。第三文明選書7，2017.6）

23）　『新国訳大蔵経・中国篇・法華玄義Ⅰ』（2011.9，大蔵出版）

24）　『南北朝・隋代の中国仏教思想研究』（2012.2，大蔵出版）

25）　『法華経―永遠の菩薩道　増補新装版』（2012.7，大蔵出版）

26）　『新国訳大蔵経・中国篇・法華玄義Ⅱ』（2013.2，大蔵出版）

27）　『法華玄義を読む―天台思想入門』（2013.4，大蔵出版）

28）　『中国法華思想的研究』（2017.6，中国，国際文化出版公司）

29）　�『新国訳大蔵経・中国篇・法華玄義Ⅲ・観音玄義・法華経安楽行義』（2018.9，

大蔵出版）

30）　『現代語訳　法華玄義（上）』（2018.11，公益財団法人東洋哲学研究所）

31）　『現代語訳　法華玄義（下）』（2019.9，公益財団法人東洋哲学研究所）

32）　『中国仏教の経典解釈と思想研究』（2022.8，法藏館）

33）　『摩訶止観』（Ⅰ）（2022.8，第三文明社）

（2）共著・共訳

01）　『新仏教語源散策』（共著，1986.2，東京書籍）

02）　『仏教入門』（共著，1987.7，池田書店）

03）　『摩訶止観引用典拠総覧』（共編，1987.12，中山書房）

04）　『南岳思大禅師立誓願文索引』（共編，988.3，東京大学東洋文化研究所）

05）　『仏教漢文読本』（共著，1990.6，春秋社）

06）　『新国訳大蔵経・阿含部1・長阿含経Ⅰ』（共訳，1993.8，大蔵出版）

07）　『現代語訳阿含経―長阿含経―』第一巻（共訳，1995.1，平河出版社）

08）　『現代語訳阿含経―長阿含経―』第二巻（共訳，1997.7，平河出版社）

09）　『現代語訳阿含経―長阿含経―』第三巻（共訳，2000.3，平河出版社）
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10）　�『真理の偈と物語―『法句譬喩経』現代語訳―』上（共訳，2001.4，大蔵出

版）

11）　『現代語訳阿含経―長阿含経―』第四巻（共訳，2001.4，平河出版社）

12）　�『真理の偈と物語―『法句譬喩経』現代語訳―』下（共訳，2001.12，大蔵

出版）

13）　『現代語訳阿含経―長阿含経―』第五巻（共訳，2002.8，平河出版社）

14）　『現代語訳阿含経―長阿含経―』第六巻（共訳，2005.12，平河出版社）

15）　�Daniel B. Stevenson and Hiroshi Kanno，The Meaning of the Lotus 

Sūtra’s Course of Ease and Bliss: An Annotated Translation and 

Study of Nanyue Huisi’s （515-577） Fahua jing anlexing yi, 2006, Bib-

liotheca Philologica et Philosophica Buddhica, vol. IX, The Interna-

tional Research Institute forAdvanced Buddhology

16）　�『大乗仏教の挑戦―人類的課題に向けて―』（共著，2006.9，東洋哲学研

究所）

17）　�『平和を目指す仏教―大乗仏教の挑戦Ⅱ』（共著，2007.9，東洋哲学研

究所）

18）　�『大乗仏教的挑戦―面向人類的課題―』（共著，［簡体字版］28-43 頁，

2008，南開大学出版社／［繁体字版］41-60頁，2008，香港公開大学出版

社・時報出版社聯合出版）

19）　�『大乗仏教的挑戦（二）―尋求和平的佛教―』（共著，［繁体字版］58-74頁，

2010，香港公開大学出版社・時報出版社聯合出版）

20）　�『現代語訳　法華玄義釈籤（上）』（松森秀幸との共訳，2020.11，公益財

団法人東洋哲学研究所）

21）　�『現代語訳　法華玄義釈籤（中）』（松森秀幸との共訳，2021.11，公益財

団法人東洋哲学研究所）

22）　�『現代語訳　法華玄義釈籤（下一）』（松森秀幸との共訳，2022.11，公益

財団法人東洋哲学研究所）



（ 12 ）　　創価大学人文論集　第 35 号

［Ⅱ］論文
001）　�吉蔵撰『法華統略』と『法華論疏』との撰述順序について（『印度学仏教

学研究』28-1，1979.12，pp. 172-173）

002）　�吉蔵における「四調柔」について（『印度学仏教学研究』29-1，1980.12，

pp. 138-139）

003）　�吉蔵の三種法輪説について（『日本仏教文化研究論集』2，1981.5，pp. 

151-167）

004）　�吉蔵における法華経の宗旨観について（『仏教学』12，1981.10，pp. 113-

135）

005）　�吉蔵の経典観（『印度学仏教学研究』30-1，1981.12，pp. 347-350）

006）　�吉蔵における＜妙＞の概念について―智顗との関係を含めて―（『東

洋学術研究』21-1，1982.5，pp. 158-177）

007）　�吉蔵における二種菩薩論―直往菩薩と廻小入大菩薩―（『印度学仏教

学研究』31-1，1982.12，pp. 263-266）

008）　�竺道生における機と感応について（『印度学仏教学研究』32-1，1983.12，

pp. 261-264）

009）　�中国法華思想をめぐって―仏性と仏身常住の問題―（『東洋学術研究』

別冊5，1984.10，pp. 168-191）

010）　�浄影寺慧遠『維摩経義記』の研究―注釈の一特徴と分科―（『東洋学術

研究』23-2，1984.11，pp. 231-246）

011）　�維摩経分科に関する智顗と吉蔵の比較（『印度学仏教学研究』33-1，

1984.12，pp. 165-168）

012）　�『大般涅槃経集解』における道生注（『日本仏教文化研究論集』5，1985.3，

pp. 74-85）

013）　�吉蔵における『法華経』信解品の譬喩解釈について―『法華玄論』を中

心として―（『東方』1，1985.4，pp. 192-200）

014）　�『大般涅槃経集解』の基礎的研究（『東洋文化』66，1986.2，pp. 93-173）

015）　�吉蔵における法華経と諸大乗経典の比較（『大倉山論集』19，1986.3，
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pp. 205-270）

016）　�吉蔵における法華経と仏性（『東方』2，1986.11，pp. 83-91）

017）　�吉蔵における法華経の経題「法」の解釈と仏身常住説（『大倉山論集』

20，1986.12，pp. 93-124）

018）　�『大般涅槃経集解』における僧亮の教判思想（『印度学仏教学研究』35-1, 

1986.12，pp. 78-81）

019）　�劉虬撰『注法華経』の逸文について（『高崎直道博士還暦記念論集・イ

ンド学仏教学論集』所収，1987.10，春秋社，pp. 575-589）

020）　�『大般涅槃経集解』における僧亮の感応思想（『東方』3，1987.12，pp. 

166-174）

021）　�中国における『維摩経』入不二法門品の諸解釈―仏教における真理と

言語―（『大倉山論集』22，1987.12，pp. 81-104）

022）　�『大般涅槃経集解』における僧宗の教判思想（『印度学仏教学研究』37-1，

1988.12，pp. 87-91）

023）　�三経義疏の真偽問題について（大倉精神文化研究所編『綜合研究・飛

鳥文化』所収，1989.2，国書刊行会，pp. 465-502）
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10）　�中国天台宗（『世界宗教百科事典』，2012.12，丸善書店，pp. 68-69）

11）　�『法華経』・観音菩薩・竺法護・慧観（『中国文化史大事典』，2013.4，大

修館書店）

12）　�智顗・吉蔵など中国仏教関連人物30項目の執筆（『世界人名大辞典』，

岩波書店，2013.12）

13）　�「中国仏教―教えの展開―」（『仏教の事典』所収，2014.4，pp. 226-236，

朝倉書店）

14）　�Sutra Commentaries in Chinese until the Tang Period （Brill’s Ency-

clopedia of Buddhism. Volume One: Literature and Languages, 2015, 

pp. 450-466, with Rafal Felbur）

15）　�「法華経信仰」（『日本思想史辞典』所収、2020.5、丸善出版）

16）　�法華玄義、摩訶止観、涅槃玄義（以上、玉城康四郎との共同執筆）、三論

玄義（早島鏡正との共同執筆）、中観論疏（泰本融との共同執筆）、大乘

玄論、天台四教儀（塩入良道との共同執筆）、出定後語（田村芳朗との共

同執筆）（『仏典解題辞典　第三版』所収，春秋社，2020.12）

17）　�「南北朝仏教」（『仏教事典』所収，2021.1，丸善出版）
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［Ⅵ］共同研究
01）　�摩訶止観引用典拠総覧1-10（『天台』2-11，1981-6, 2. pp. 69-83;3. pp. 84-

90;4. pp. 85-90;5. pp. 73-87;6. pp. 91-95;7. pp. 73-85;8. pp. 84-89;9. pp. 86-

93;10. pp. 83-91;11. pp. 63-72）

02）　�『天地神祇審鎮要記』訳注（1）（『大倉山論集』25，1989.3，pp. 183-209）

03）　�『天地神祇審鎮要記』訳注（2）（『大倉山論集』27，1990.3，pp. 323-345）

04）　�『南岳思大禅師立誓願文』訳解（『多田厚隆先生頌寿記念・天台教学の研

究』所収，1990.3，山喜房仏書林，pp. 449-486）

05）　�『天地神祇審鎮要記』訳注（4）（『大倉山論集』31，1992.3，pp. 207-225）

06）　�『天地神祇審鎮要記』訳注（5）（『大倉山論集』33，1993.3，pp. 169-186）

07）　�『天地神祇審鎮要記』訳注（6）（『大倉山論集』35，1994.3，pp. 143-156）

08）　�『天地神祇審鎮要記』訳注（7）（『大倉山論集』37，1995.3，pp. 283-296）

09）　�『天地神祇審鎮要記』訳注（8）（『大倉山論集』39，1996.3，pp. 135-154）

10）　�『天地神祇審鎮要記』訳注（9）（『大倉山論集』41，1997.3，pp. 193-206）

11）　�『天地神祇審鎮要記』訳注（10）（『大倉山論集』42，1998.3，pp. 239-258）

12）　�『天地神祇審鎮要記』訳注（11）（『大倉山論集』43，1999.3，pp. 475-494）

13）　�『天地神祇審鎮要記』訳注（12）（『大倉山論集』45，2000.3，pp. 323-336）

14）　�『天地神祇審鎮要記』訳注（13）（『大倉山論集』47，2001.3，pp. 245-262）

15）　�年表（隋唐）（柳幹康と共著，『新アジア仏教史07　中国Ⅱ　隋唐　興隆・

発展する仏教』pp. 466-477，佼成出版社，2010.6）

16）　�年表（宋元明清）（柳幹康と共著，『新アジア仏教史08　中国Ⅲ　宋元明

清　中国文化としての仏教』pp. 370-387，佼成出版社，2010.9）

17）　�年表（漢～南北朝）（柳幹康と共著，『新アジア仏教史06　中国Ⅰ　南北

朝　仏教の東伝と受容』pp. 366-375，佼成出版社，2010.12）

［Ⅶ］その他
01）　�中国からインドへの旅行記（『思想の動き』18，1985.5，p. 4）

02）　�知識は友人（『まーるが』39，1986.6，pp. 7-8）
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03）　�第二回日中仏教学術会議に参加して（『大倉山論集』23，1988.3，pp. 239-

242）

04）　�中国仏教と老荘思想（『活捉瞿曇』所収，1988.11，黙仙寺，pp. 99-103）

05）　�仏教思想の普遍性（中村元氏へのインタビュー　『東洋学術研究』28-1，

1989.2，pp. 4-33）

06）　�中国古代における愛の思想―仁と兼愛―（『愛憎超越』所収，1989.8，興

徳寺，pp. 93-97）

07）　�議論止まず（『生と思索―刈田喜一郎先生退職記念論集―』所収，1990.5，

pp. 120-122）

08）　�講座仏教7・中国仏教入門（『在家仏教』7，1990.7，pp. 82-86）

09）　�天台大師智顗と『摩訶止観』（『創価大学人文論集別冊・フォーラム人文』

1，1990.7，pp. 79-89）

10）　�長者窮子の譬喩と中国の教判思想（上）・（下）（『中外日報』1990.10.19，

10.22）

11）　�吉蔵の長者窮子の譬喩解釈と『華厳経』（『中外日報』1990.11.1）

12）　�六朝知識人（戴逵）における仏教受容の一断面―中国における運命の問

題―（大倉精神文化研究所編『月例講話集』3所収，1990.12，pp. 1-19）

13）　�東アジアの文化の種々相と仏教（上田正明氏と木村清孝氏の対談の司

会　『東洋学術研究』29-4，1990.12，pp. 4-33））

14）　�著者インタビュー（『一念三千とは何か』）（『中外日報』1992.7.28）

15）　�「十界」の思想史（『第三文明』378所収，1992.10，pp. 35-41）

16）　�出定後語―近世における仏教の思想史的研究―（大倉精神文化研究所

編『月例講話集』7所収，1992.11，pp. 67-95）

17）　�著者インタビュー（『法華経―永遠の菩薩道』）（『中外日報』1993.3.30）

18）　�平田篤胤と仏教（『大倉山夏季公開講座Ⅱ』所収，1993.8，pp. 7-31）

19）　�『 法 華 経 』の 哲 学（1）～（38）（『 第 三 文 明 』393-402，406-433 に 連 載，

1994.1-1994.10，1995.2-1997.5）

20）　�著者インタビュー（『中国法華思想の研究』）（『中外日報』1994.8.18）
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21）　�『法華経』―一仏乗の思想と常不軽菩薩の礼拝行―（大倉精神文化研究

所編『月例講話集』10所収，1994.3，pp. 1-23）

22）　�『法華経』における声聞授記の意義に関する随想（『早島鏡正著作集』月

報11，1995.2，世界聖典刊行協会，pp. 5-8）

23）　�鳩摩羅什―中国仏教を育てた翻訳僧―（大倉精神文化研究所編『月例講

話集』12所収，1995.3，pp. 63-91）

24）　�訳注者インタビュー（『法華義記』）（『中外日報』1996.9.21）

25）　�法―ゴータマ・ブッダの正法と『法華経』の妙法―（『在家仏教』10，

1996.10，pp. 38-40）

26）　�中国仏教の大成者―天台大師智顗―（大倉精神文化研究所編『月例講話

集』17所収，1997.10，pp. 145-178）

27）　�観音の救い（大倉精神文化研究所編『大倉山講演集』Ⅵ所収，1998.3，pp. 

133-146）

28）　�如来の使―日蓮―（大倉精神文化研究所編『心のまんだら・月例講話集』

19所収，1999.7，pp. 189-222）

29）　�訳者インタビュー（『法華統略』下）（『中外日報』2000.3.23）

30）　�第八回日中仏教学術会議に参加して（『大倉山論集』45，2000.3，pp. 337-

346）

31）　�早島鏡正先生を偲ぶ（『大倉山論集』46，2001.9，pp. 510-515［R］）

32）　�我れ深く汝等を敬う（大倉精神文化研究所編『月例講話集』21所収，

2001.7，pp. 211-239）

33）　�インタビュー　話題の新書『法華経入門』の著者・菅野博史さんに聞く

（『第三文明』504，2001.12）

34）　�誓願に生きる菩薩たち（『中外日報』2002.1.3）

35）　�任継愈と中華大蔵経（BUTSUGEN，23，2002.11.15）

36）　�創価大学国際仏教学高等研究所の歩み（『聖教新聞』2003.1.19）

37）　�日中仏教学術会議に参加して（『中外日報』2003.12.9）

38）　�私の原点の書―『法華経』（『中外日報』2004.1.27）
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39）　�第二回中日仏学会議に参加して（『中外日報』2006.11.14）

40）　�第三回中日仏学会議に参加して（『中外日報』2008.11.8）

41）　�インタビュー　『法華経』が説く宗教間対話のビジョン（『第三文明』598，

2009.10）

42）　�「中日韓天台宗学術対話国際研討会」報告（『中外日報』2009.12.12）

43）　�「『大宝守脱和尚関係資料集』を推薦する」（『智証大師生誕1200年記

念　天台寺門宗教文化資料集　教学編　大宝守脱関係資料群　第Ⅰ期』，

2009.12，pp. 22-23）

44）　�第60回学術大会パネル発表報告・『大乗四論玄義記』とその周辺（『印

度学仏教学研究』58-2，2010.3，pp. 859-858［L］）

45）　�「慧均『大乗四論玄義記』に基づく中国南朝仏教学の再構築（研究課題番

号　19520055）平成19年度～ 21年度科学研究費補助金［基盤研究（C）］

研究成果報告書」，2010.4，x+119 pages.

46）　�聖徳太子奉賛会の思い出（増山太郎編著『聖徳太子奉讃会史』［永青文庫，

2010.10.）

47）　�第四回中日仏学会議に参加して（『中外日報』2010.10.28）

48）　�日本仏教の源流をたどる―インド・中国仏教を形成した人物（『別冊

太陽182　名僧でたどる日本の仏教』pp. 7-13，平凡社，2011.5）

49）　�法華経研究の最前線（鼎談，『福神』，pp. 46-73，2011.5）

50）　�設立十年を迎える東アジア仏教研究会（『中外日報』2011.6.11）

51）　�方立天教授在職50周年学術研討会に参加して（『中外日報』2011.9.29）

52）　�第一回韓・中・日国際仏教学術大会に参加して（『中外日報』2012.7.5）

53）　�インド・中国仏教を形成した人たち（末木文美士編『日本をつくった名

僧一〇〇人』［平凡社，2012.9］pp. 13-21）

54）　�私の中国との学術交流（『学光』第37巻第8号通号第440号，2012.11，

pp. 11-13）

55）　�Tominaga Nakamoto’s Theory of Supersession in the Shutsujōgogo 

and Its Influence, TRANSACTIONS OF THE INTERNATIONAL 
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CONFERENCE OF EASTERN STUDIES, No. LVII 2012, 2013.1, pp. 

120-121）

56）　�「《法華経》的中心思想」（上）（台湾「和楽新聞」2013.3.8）

57）　�「《法華経》的中心思想」（下）（台湾「和楽新聞」2013.3.12）

58）　�「『法華経』の中心思想」（『東洋学術研究』52-1，2013.5，pp. 291-299）

59）　�鼎談「日蓮思想の現代的意義」（末木文美士氏・佐古弘文氏との鼎談，『中

外日報』2013.11.21）

60）　�「『法華玄義』の思想的特色」（『法華仏教研究』17，2013.12，pp. 40-72）

61）　�第3回日・韓・中国際仏教学術大会（『中外日報』2014.7.23）

62）　�張風雷氏の発表論文（「但中」と「円中」―天台智者大師の中道思想―）

に対するコメント（『東アジア仏教学術論集』3，2015.2，pp. 64-66）

63）　�岩松教授のご退職に際して（『創価大学人文論集』27，2015.3，pp. 1-3）

64）　�追思方立天先生（中国人民大学仏教与宗教学理論研究所編『此情哪堪成

追憶―方立天先生逝世周年紀年文集』［宗教文化出版社，2015.7］，pp. 

18-20）

65）　�「シンポジウム・法華経の平等思想と優劣思想」（参加者:小松邦彰・末

木文美士・菅野博史・三輪是法・花野充道，『法華仏教研究』21，2015.10，

pp. 174-193）

66）　�「第六回中日仏学会議に参加して」（『中外日報』2015.12.16）

67）　�石吉岩氏の発表論文（『起信論』と『起信論』注釈書の阿黎耶識観）に対

するコメント（『東アジア仏教学術論集』4，2016.2，pp. 57-59）

68）　�日本宗教学会第74回学術大会「パネル・東アジア仏教と『法華経』―中

国における『法華経』の思想の受容―」（『宗教研究』89，2016.3，pp. 85-

86）

69）　�日本宗教学会第74回学術大会「パネル・東アジア仏教と『法華経』―パ

ネルの主旨とまとめ―」（『宗教研究』89，2016.3，pp. 91-92）

70）　�A. Charles Muller 氏の発表論文（“The Emergence of Essence-Func-

tion （ti-yong） 體用 Hermeneutics in the Sinification of Indic Buddhism: 
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An Overview”）に対するコメント（『東アジア仏教学術論集』5，2017.1，

pp. 190-194）

71）　�关于《大般涅槃经集解》的写本（《普觉》特刊《第七届中日佛学会议筹备

会议暨福山合㠠寺的发展与东亚佛教的未来学术座谈会》，2017.11，pp. 

37-43）

72）　�「第七回中日仏学会議に参加して」（『中外日報』2018.1.17）

73）　�齋藤智寛の発表論文（禅問答の誕生と公案禅・看話禅への展開）に対す

るコメント（『東アジア仏教学術論集』6，2018. 2，pp. 192-195）

74）　�「『東哲叢書―仏典現代語訳シリーズ』（東洋哲学研究所）刊行に寄せ

て」（『図書新聞』3384号，2019.1.26

75）　�「『東哲叢書―仏典現代語訳シリーズⅠ』訳注担当菅野博史副所長に

聞く」（『聖教新聞』2019.2.2）

76）　�楊玉飛の発表論文（照法師撰『勝鬘経疏』（S.524）について」）に対する

コメント（『東アジア仏教学術論集』7，2019. 1，pp. 266-268）

77）　�対齋藤智寛論文的評議（『東亜禅学思想及其意義』所収，2019.4，宗教文

化出版社，pp. 190-193）

78）　�新刊紹介「東哲叢書　仏典現代語訳シリーズ」（『東洋学術研究』58-1，

2019.5，pp. 277-279）

79）　�「第八回中日仏学会議に参加して」（『中外日報』2019.11.27）

80）　�我的佛教研究（『霊山海会』44，2019.12，pp. 72-75）

81）　�蓑輪顕量氏の発表論文（日本撰述の偽経について）に対するコメント

（『東アジア仏教学術論集』8，2020.2，pp. 65-68）

82）　�私の一冊（『中外日報』2020.9.18）

83）　�The 71st Japanese Association of Indian and Buddhist Studies Confer-

ence （MAHĀPIŢAKA Newsletter New Series No. 26, 2021.1, pp. 2-3）

84）　�法華コモンズとのご縁と私の天台三大部の研究（『法華コモンズ通信』6，

2021.2，pp. 1-2）

85）　�李承南氏の発表論文「『法華経』の安楽行としての戒行の研究」に対する
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コメント（『東アジア仏教学術論集』9，2021.2，pp. 401-404）

86）　�中国仏教の歴史～仏教伝来から現代まで～（『浅草寺　佛教文化講座』

65，2021.8，pp. 47-72。「中国仏教の歴史～仏教伝来から現代まで～①」

として『浅草寺4月』に再録，2022.4，pp. 56-69）

87）　�羽矢辰夫教授のご退職に際して（『創価大学人文論集』34，2022.3，pp. 

1-3）

88）　�菅野博史先生の経歴と業績（『創価大学人文論集』35，2023.3，pp. 5-36）


